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六十里越街道の千手ブナ 

千
二
百
年
の
時
を
超
え
た
歴
史
の
道 

『
六
十
里
越
街
道
』
を
往
く 

  

六
十
里
越
街
道
の
開
通
は
七
一
二
年

と
さ
れ
、
は
る
か
古
代
よ
り
明
治
時
代
後

半
ま
で
産
業
、
文
化
、
交
易
、
信
仰
、
政

治
そ
し
て
戦
の
道
と
し
て
内
陸
と
庄
内

を
結
ぶ
唯
一
の
道
だ
っ
た
。
庄
内
浜
で
作

ら
れ
た
塩
を
内
陸
に
運
ぶ
た
め
の
物
資

輸
送
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
江
戸
時
代

中
・
後
期
に
は
出
羽
三
山
信
仰
の
中
心
で

あ
っ
た
湯
殿
山
へ
の
信
仰
の
道
と
し
て

栄
え
、
東
北
、
北
陸
、
関
東
な
ど
各
地
か

ら
参
詣
者
が
訪
れ
、
年
間
数
万
人
が
通
行

し
た
と
さ
れ
る
。
参
勤
交
代
で
も
利
用
さ

れ
、
幕
末
の
戊
辰
戦
争
で
は
砲
台
を
構
え

官
軍
を
迎
え
撃
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

明
治
時
代
に
新
道
が
開
通
し
て
か
ら
は

表
舞
台
か
ら
退
き
、
す
っ
か
り
利
用
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
古
道
で
あ
る
。 

 

こ
の
街
道
沿
い
に
は
即
身
仏
を
安
置

す
る
注
連
寺
・
大
日
坊
、
か
つ
て
の
湯
殿

山
信
仰
の
威
容
を
ほ
こ
る
大
日
坊
の
「
旧

境
内
」
が
残
っ
て
お
り
、
県
重
要
文
化
財

の
多
層
民
家
が
残
る
田
麦
俣
そ
し
て
湯

殿
山
に
至
る
道
中
に
は
無
数
の
石
碑
群

が
草
に
埋
も
れ
て
い
る
。 

今
年
度
、
時
代
か
ら
取
り
残
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
の
歴
史
の
道
を
出
羽
商

工
会
で
は
、
地
域
資
源
・
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
を
受
け
、
全
国
に
発
信

出
来
る
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。 

も
う
す
ぐ
ブ
ナ
の
紅
葉
に
囲
ま
れ
る

歴
史
の
道
は
多
く
の
湯
殿
山
を
目
指
す

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
で
賑
わ
う
季
節
が
や

っ
て
く
る
。 
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会
員
企
業
の
株
式
会
社
ウ
エ
ノ
（
藤
島
支
部
）
は
精
密
機
械
の
電

子
ノ
イ
ズ
対
策
に
使
わ
れ
る
『
ト
ロ
イ
ダ
ル
コ
イ
ル
』
の
製
造
で
国

内
最
大
の
生
産
高
を
持
つ
『
日
本
一
企
業
』
で
す
。
従
来
、
ト
ロ
イ

ダ
ル
コ
イ
ル
の
製
造
は
膨
大
な
手
作
業
を
必
要
と
す
る
労
働
集
約

型
の
産
業
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
一
七
年
に
設
立
し
た
三
川

事
業
所
で
は
業
界
初
の
自
動
コ
イ
ル
巻
き
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
、

「
労
働
集
約
型
産
業
」
か
ら
「
設
備
集
約
型
産
業
」
へ
の
転
身
を
図

っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
五
七
年
に
二
次
下
請
と
し
て
創
業
し
た
同
社
が
こ
こ
ま
で

成
長
し
た
の
は
未
来
を
見
据
え
た
経
営
戦
略
が
あ
っ
た
か
ら
。
九
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
経
営
戦
略
研
究
会
を
提
案
し
、
座
長
も
務
め
る
上

野
隆
一
社
長
よ
り
経
営
戦
略
の
必
要
性
を
お
聴
き
し
ま
し
た 

 

三川事業所の自動コイル巻きロボット 

 

㈱ウエノ代表取締役 上野隆一 氏 

下
請
か
ら
日
本
一
企
業
へ 

 

株
式
会
社
ウ
エ
ノ
は
ト
ロ
イ

ダ
ル
コ
イ
ル
の
巻
線
業
の
二
次

下
請
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
一
次

下
請
・
メ
ー
カ
ー
・
海
外
展
開

と
事
業
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。

創
業
か
ら
約
二
十
年
で
ト
ロ
イ

ダ
ル
コ
イ
ル
の
国
内
生
産
高
日

本
一
を
実
現
し
て
い
ま
す
。 

今
年
六
月
に
は
数
あ
る
ト
ロ

イ
ダ
ル
コ
イ
ル
の
う
ち
一
つ
の

パ
タ
ー
ン
の
機
械
化
が
実
現
し
、

人
手
で
は
一
個
あ
た
り
五
分
間

か
か
る
作
業
が
機
械
化
に
よ
り

三
〇
秒
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

機
械
化
可
能
な
パ
タ
ー
ン
を
増

や
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
高
世

界
一
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
企

業
で
す
。 

 

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス 

 

同
社
の
成
長
は
決
し
て
順
調

な
も
の
で
は
な
く
、
バ
ブ
ル
崩

壊
や
労
働
集
約
型
産
業
の
海
外

へ
の
シ
フ
ト
な
ど
逆
風
が
吹
い

た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
逆
風
を
機
に
一
次

下
請
か
ら
メ
ー
カ
ー
、
国
内
販

売
か
ら
海
外
展
開
と
い
っ
た
経

営
の
革
新
を
志
し
、
自
社
に
不

足
し
て
い
る
も
の
を
徹
底
的
に

分
析
し
て
一
つ
ひ
と
つ
課
題
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
結
果
、
同
社
の
売

上
グ
ラ
フ
は
業
績
が
落
ち
て
い

る
時
期
は
確
か
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
翌
年
に
売
上
が
大
幅
に
伸

び
て
い
る
と
い
う
特
徴
的
な
弧

を
描
い
て
い
ま
す
。 

 

経
営
者
と
し
て
の
仕
事 

 

同
社
の
成
長
要
因
は
相
手
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
商
品
の
提

供
や
コ
ス
ト
的
差
別
化
の
徹
底

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
変

化
し
続
け
る
経
営
環
境
に
応
じ

て
「
次
の
手
」
を
打
つ
と
い
う

こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
「
経
営
者

と
し
て
の
仕
事
」
で
あ
り
、
経

営
者
と
し
て
の
仕
事
を
さ
ぼ
っ

て
い
る
と
確
実
に
業
績
は
落
ち

る
と
上
野
社
長
は
言
い
ま
す
。 

「
経
営
者
と
し
て
の
仕
事
を
さ

ぼ
る
と
業
績
は
確
実
に
落
ち
ま

す
。
経
営
者
と
し
て
の
仕
事
を

さ
ぼ
る
と
い
う
こ
と
は
次
の
手

を
打
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

黙
っ
て
い
て
も
順
調
に
行
く
の

は
四
・
五
年
が
関
の
山
で
す
の

で
、
経
営
者
は
そ
の
間
も
常
に

次
の
手
を
考
え
て
お
か
な
い

と
」
。 

 

経
営
戦
略
研
究
会
を
設
立 

 

人
口
が
減
少
し
過
当
競
争
が

進
む
現
在
に
お
い
て
成
り
行
き

任
せ
の
経
営
で
は
事
業
が
立
ち

行
か
な
く
な
る
の
は
明
ら
か
で

す
。
経
営
戦
略
の
必
要
性
は
ど

の
業
種
も
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

上
野
社
長
の
言
う
「
経
営
者
と

し
て
の
仕
事
」
と
合
致
す
る
こ

と
か
ら
出
羽
商
工
会
で
は
経
営

戦
略
研
究
会
を
設
立
し
、
上
野

社
長
に
は
座
長
を
務
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
木
で
言
え
ば
従
来
の
講
習
会

は
枝
葉
を
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
。
本
当
に
大
切
な
の
は
木

の
幹
を
ど
う
大
き
く
し
て
い
く

か
で
す
。
し
か
し
、
経
営
の
大

事
な
こ
と
の
殆
ど
は
目
に
見
え

ま
せ
ん
の
で
、
木
と
違
っ
て
葉

と
枝
と
幹
の
区
別
が
わ
か
ら
な

い
か
ら
難
し
い
。
経
営
戦
略
研

究
会
で
は
事
業
の
幹
を
掴
む
こ

と
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
」
。 
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出
羽
商
工
会
で
は
今
年
度
よ

り
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
活
か
し
た
新
規
事
業
と

し
て
業
種
の
枠
を
超
え
た
目
的

別
研
究
会
の
発
足
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
目
的
別
研
究
会
は

概
ね
八
研
究
会
程
度
の
編
成
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
経
営
戦
略
研
究
会
が
発
足
。

参
加
企
業
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

当
初
二
〇
名
を
予
定
し
て
い
た

募
集
人
数
に
対
し
て
三
七
名
の

応
募
が
あ
り
、
九
月
十
一
日
に

出
羽
商
工
会
ホ
ー
ル
に
お
い
て

第
一
回
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
日
は
座
長
を
務
め
る
上

野
隆
一
氏
が
趣
旨
説
明
し
た
後
、

参
加
者
一
人
一
人
が
自
己
紹
介

し
、
企
業
の
現
状
と
課
題
、
抱

負
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
東
北
公
益
文
科
大
学
院
教

授
・
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授

の
石
田
英
夫
教
授
が
「
経
営
戦

略
と
企
業
の
成
長
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

 

経
営
戦
略
研
究
会
は
売
上
高

や
経
常
利
益
な
ど
い
ず
れ
か
の

企
業
規
模
を
十
年
間
で
十
倍
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
講

師
や
参
加
者
と
の
意
見
交
換
を

通
し
て
参
加
企
業
の
課
題
分
析

や
経
営
戦
略
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。 

今
後
は
株
式
会
社
大
商
代
表

取
締
役
社
長 

小
野
木
覺
氏
や

株
式
会
社
平
田
牧
場
代
表
取
締

役
会
長 

新
田
嘉
一
氏
を
講
師

に
迎
え
て
の
講
演
と
実
地
研
修

と
し
て
株
式
会
社
ウ
エ
ノ
三
川

事
業
所
の
視
察
を
予
定
。
中
小

企
業
診
断
士
や
税
理
士
と
い
っ

た
専
門
家
を
交
え
た
研
修
会
を

通
し
て
参
加
企
業
の
経
営
改
善

策
を
検
討
し
ま
す
。 

 

平
成
二
〇
年
九
月
二
七
日
、

出
羽
商
工
会
本
所
ホ
ー
ル
に
お

い
て
経
営
革
新
塾
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
当

商
工
会
が
今
年
度
の
創
業
人
材

育
成
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
経
営
革
新
塾
と
創
業
塾
が

ス
タ
ー
ト
。
経
営
戦
略
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
田
中
義
郎
氏
と
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

リ
ー
・
ヤ
マ
ネ
・
清
実
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
、
各
五
日
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
自
社
の
成
長

プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
組
み
ま

す
。 

 

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
経

営
の
あ
り
方
を
変
え
た
い
と
考

え
て
い
る
経
営
者
を
対
象
と
し

た
経
営
革
新
塾
。
創
業
を
志
す

方
や
経
営
を
一
か
ら
学
び
た
い

と
考
え
て
い
る
若
手
後
継
者
を

対
象
と
し
た
創
業
塾
。
一
見
、

受
講
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
経
営
革
新
塾
と
創

業
塾
で
す
が
、
両
塾
と
も
共
通

の
一
貫
し
た
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
究
極
の

経
営
目
的
に
こ
だ
わ
る
こ
と
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
経
営

の
品
質
を
高
め
る
こ
と
。
経
営

の
品
質
を
高
め
る
た
め
に
は
成

り
行
き
経
営
で
は
な
く
経
営
戦

略
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

管
理
、
特
に
時
間
管
理
を
徹
底

し
、
経
営
者
と
し
て
一
歩
ず
つ

成
長
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

独
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
つ
く
り
上

げ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。 

 

今
回
の
経
営
革
新
塾
・
創
業

塾
に
は
合
計
三
四
名
が
参
加
。

自
社
の
成
長
プ
ラ
ン
の
作
成
に

取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
終
了

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
通
し

て
出
羽
商
工
会
は
繁
栄
企
業
の

創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。 

業歴 2 年以上の会員企業に対し最大 0.5%を所定金利から優遇 

 

 

 

詳しくは出羽商工会本所及び各支所へお問い合わせください 
 

 

この制度は融資の実行をお約束するものではありません。 

金融機関の審査によってご希望に添えない場合もございます。 
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出
羽
商
工
会
で
は
平
成
二
〇
年
十
月
末
日
ま
で
を
共
済
推
進
強

化
月
間
と
し
、
商
工
会
で
取
り
扱
っ
て
い
る
共
済
制
度
の
制
度
普
及

と
加
入
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
回
は
特
に
商
工
会
で
推
進
し
て
い
る
商
工
貯
蓄
共
済
と
全
国

商
工
会
会
員
福
祉
共
済
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

商
工
貯
蓄
共
済
と
は 

 

こ
の
共
済
は
生
命
保
険
・
貯

蓄
・
融
資
の
三
つ
の
特
典
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
共
済
で
す
。

掛
金
は
年
齢
に
関
係
な
く
一
口

月
額
２
，
５
０
０
円
。
加
入
期

間
は
十
年
間
で
、
生
命
保
険
と

し
て
加
入
期
間
中
の
被
保
険
者

の
死
亡
保
障
を
提
供
す
る
ほ
か
、

毎
月
の
掛
金
か
ら
生
命
保
険
料

と
事
務
経
費
を
差
し
引
い
た
残

り
を
加
入
者
指
定
金
融
機
関
の

定
期
預
金
扱
い
で
積
み
立
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
十
年
後
の
満
期

時
に
元
利
合
計
と
配
当
金
を
満

期
金
と
し
て
お
返
し
し
ま
す
。

貯
蓄
共
済
に
は
貯
蓄
重
視
型
と

保
障
重
視
型
が
あ
り
、
死
亡
保

障
額
は
下
表
の
通
り
と
な
り
ま

す
。 

生
命
保
険
・
貯
蓄
・
融
資 

 

尚
、
一
口
２
，
５
０
０
円
の

掛
金
の
う
ち
生
命
保
険
料
が
占

め
る
金
額
は
年
齢
と
性
別
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
二

〇
歳
の
男
性
が
貯
蓄
重
視
型
に

一
口
加
入
し
た
場
合
、
一
年
間

で
３
万
円
の
掛
金
を
納
付
し
、

う
ち
３
，
１
４
４
円
を
生
命
保

険
料
、
１
，
６
０
０
円
を
事
務

経
費
と
し
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。

残
る
金
額
が
定
期
預
金
扱
い
と

な
り
、
十
年
後
の
満
期
時
に
は

約
２
５
万
７
千
円
を
満
期
金
と

し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。 

 
ま
た
、
加
入
後
に
正
常
に
掛

金
を
払
込
み
、
か
つ
返
済
が
確

実
と
認
め
ら
れ
た
方
を
対
象
に

融
資
斡
旋
も
可
能
で
す
。 

 

医
療
保
障
特
約
も
加
わ
る 

ま
た
、
従
来
の
死
亡
保
障
に

加
え
て
格
安
の
保
険
料
で
医
療

保
険
特
約
も
加
わ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
二
〇
歳
の
男
性
の
場
合
、

一
口
２
，
５
０
０
円
の
掛
金
の

他
に
月
額
１
，
７
６
７
円
を
負

担
す
る
だ
け
で
一
泊
以
上
の
入

院
と
手
術
に
対
し
て
保
障
す
る

ほ
か
、
入
院
や
手
術
が
な
か
っ

た
場
合
に
は
五
年
ご
と
に
５
万

円
の
無
事
故
給
付
金
が
受
け
取

れ
ま
す
。 

 

従
業
員
の
福
利
厚
生
に
も 

 

商
工
貯
蓄
共
済
で
は
こ
の
他

に
も
加
入
特
典
と
し
て
、
人
間

ド
ッ
ク
費
用
助
成
や
旅
行
割
引

制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

従
業
員
に
対
す
る
永
年
勤
続
表

彰
や
弔
慰
金
な
ど
の
福
利
厚
生

と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。 

 

例
と
し
て
男
性
の
加
入
年
齢

別
の
保
険
料
と
予
想
満
期
金
額

に
つ
い
て
貯
蓄
重
視
型
と
保
障

重
視
型
を
そ
れ
ぞ
れ
下
表
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。 

詳
し
い
内
容
や
加
入
の
ご
相

談
は
出
羽
商
工
会
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

商工貯蓄共済の死亡保障額 

貯蓄重視型 保障重視型 

6 歳～46 歳 200 万円 6 歳～39 歳 500 万円 

47 歳～54 歳 100 万円 40 歳～48 歳 300 万円 

55 歳～65 歳 50 万円 49 歳～56 歳 150 万円 

※死亡保障額は年齢により一律です 57 歳～65 歳 75 万円 

被保険者 

加入年齢 
掛金（年額） 事務経費 

貯蓄重視型 保障重視型 

保険料 予想満期金額 保険料 予想満期金額 

6 歳 30,000 円 1,600 円 1,992 円 268,881 円 4,980 円 238,456 円 

10 歳 30,000 円 1,600 円 2,280 円 265,948 円 5,700 円 231,125 円 

20 歳 30,000 円 1,600 円 3,144 円 257,151 円 7,860 円 209,133 円 

30 歳 30,000 円 1,600 円 4,200 円 246,397 円 10,500 円 182,251 円 

40 歳 30,000 円 1,600 円 7,128 円 216,586 円 10,692 円 180,296 円 

※保険料及び満期金額は男性の場合です。また、満期金額は金融情勢により変動します。 
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【会員福祉共済の支払例】 

※A タイプで加入した場合 

◎作業場で転倒して右足を骨折。全治 2 か月で 8 日間通院 

⇒通院共済金 3,000 円×6 日＝18,000 円を支給 

◎自動車運転中にスリップして電柱に激突して死亡 

 ⇒死亡共済金 1,000 万円を支給 

会
員
福
祉
共
済
と
は 

 
こ
の
共
済
は
月
額
２
千
円
で

傷
害
共
済
金
と
疾
病
見
舞
金
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
商
工
会
の
独

自
共
済
で
す
。
加
入
年
齢
に
応

じ
て
満
６
歳
～
６
５
歳
を
対
象

と
し
た
Ａ
タ
イ
プ
と
満
６
６
歳

～
８
０
歳
を
対
象
と
し
た
Ｂ
タ

イ
プ
が
あ
り
、
主
に
交
通
事
故

や
不
慮
の
事
故
と
い
っ
た
傷
害

に
対
す
る
保
障
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
で
、
労
災
保
険
の
対
象

外
と
な
る
経
営
者
の
皆
さ
ん
に

マ
ッ
チ
し
た
共
済
で
す
。 

 

参
考
ま
で
に
Ａ
タ
イ
プ
の
保

障
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

と
、
交
通
事
故
・
不
慮
の
事
故

に
よ
る
入
院
の
際
は
入
院
初
日

か
ら
日
額
８
千
円
、
通
院
の
際

は
通
院
三
日
目
か
ら
日
額
３
千

円
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
事
故

や
手
術
の
内
容
に
応
じ
て
死
亡

共
済
金
・
後
遺
障
害
共
済
金
・

手
術
共
済
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
疾
病
に
よ
り
継
続
し

て
三
〇
日
以
上
入
院
し
た
際
は

疾
病
入
院
見
舞
金
と
し
て
５
万

円
が
加
入
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

以
上
が
会
員
福
祉
共
済
の
基

本
契
約
に
な
り
ま
す
が
、
疾
病

の
際
の
入
院
補
償
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
医
療
特

約
を
設
け
ま
し
た
。
掛
金
は
ズ

バ
リ
月
額
１
千
円
。
Ａ
タ
イ
プ

は
日
額
５
千
円
、
Ｂ
タ
イ
プ
は

日
額
４
千
円
の
入
院
共
済
金
と

手
術
内
容
に
応
じ
た
疾
病
手
術

共
済
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳

し
い
保
障
内
容
や
加
入
の
ご
相

談
は
出
羽
商
工
会
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

会員福祉共済 

基本契約 

A タイプ 

満 6 歳～65 歳 

B タイプ 

満 66 歳～80 歳 

傷害共済金 

死亡共済金 
交通事故 1,000 万円 700 万円 

不慮の事故 800 万円 500 万円 

後遺障害共済金 
交通事故 1,000 万円～10 万円 700 万円～7 万円 

不慮の事故 800 万円～8 万円 500 万円～5 万円 

手術共済金 
交通事故 

不慮の事故 

手術内容に応じて 

20・10・5 万円 

手術内容に応じて 

10・5・2.5 万円 

入院共済金 
交通事故 

不慮の事故 

日額 8,000 円 

（1 日～100 日目） 

日額 5,000 円 

（3 日目～100 日目） 

通院共済金 
交通事故 

不慮の事故 

日額 3,000 円 

（3 日～100 日目） 

日額 1,500 円 

（3 日目～100 日目） 

疾病見舞金 疾病入院見舞金 
疾病による継続した 

30 日以上の入院 
5 万円 － 

皆様に安心をお届けします！ 

山形県火災共済グループ 
山 形 県 火 災 共 済 協 同 組 合  山形県中小企業共済協同組合 

 

火 災 共 済  

自 動 車 共 済  

自動車費用共済  
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 出羽商工会・酒田ふれあい商工会・庄内町商工会では庄内地域に立地する企業が一層の「元気」を

発現できるよう、企業間交流の活発化を目的に「産業フェア庄内」を平成 20 年 11 月 8 日・9 日の

二日間にわたって三川町のなの花ホールにおいて開催します。 

 「庄内・ものづくり再発見。」と「庄内 ・「食」の魅力づくり。」をテーマとし、庄内地域経営者に

よるショート講演と会員企業等の企画展示を通して会員企業等の生産活動や製品、技術、地域活性化

の取り組みを紹介します。 

 日程等の詳細は後日お知らせします。従業員やご家族でぜひご来場ください。 

 

●庄内地域経営者によるショート講演 

 株式会社マルハチ代表取締役 阿部武敏 氏 

 有限会社なかせ代表取締役 中瀬義秋 氏 

 三井蔵部代表理事 三井圭子 氏 

 加茂水族館館長 村上龍男 氏 

 グリーン渡会株式会社代表取締役 渡会 昇 氏 

●会員企業等の企画展示 

 庄内の日本一企業の紹介 

 食品展示会 

 関川しな織の展示・実演 

 庄内組子の展示・実演 

 六十里越街道の紹介 ほか 

※その他にも企画展示を予定 

 

庄内鍋バトル＆庄内うめぇもの市 

期日 平成 20 年 11 月 9 日（日） 

場所 なの花ホール東側広場 

毎年好評の庄内鍋バトルと庄内うめぇもの市が産業フェア庄内 

と同時開催！うめぇものをたくさん用意して皆さんのお越しをお 

待ちしています。 
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「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」 

操
作
説
明
会 

 

出
羽
商
工
会
で
は
小
規
模
事

業
者
向
け
の
記
帳
ソ
フ
ト
と
し

て
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
を
推

進
し
て
お
り
、
十
一
月
に
羽
黒

と
温
海
の
二
会
場
で
操
作
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

説
明
会
で
は
実
際
に
パ
ソ
コ

ン
で
操
作
を
体
験
し
て
も
ら
う

ほ
か
、
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
内

容
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
サ
ポ
ー

ト
対
応
等
に
つ
い
て
も
説
明
い

た
し
ま
す
。
講
師
は
皆
さ
ん
ご

存
知
の
商
工
会
職
員
が
務
め
、

不
明
な
点
な
ど
気
軽
に
聞
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

 

【
羽
黒
会
場
】 

◎
日
時 

平
成
二
〇
年
十
一
月

二
六
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら 

◎
場
所 

出
羽
商
工
会
羽
黒
支

所 

◎
参
加
費 

無
料 

◎
参

加
申
込 

出
羽
商
工
会
本
所
・

支
所 

◎
問
合
せ
先 

出
羽
商

工
会
本
所 

担
当 

佐
藤
一
男 

【
温
海
会
場
】 

◎
日
時 

平
成
二
〇
年
十
一
月

二
七
日
（
水
）
午
後
一
時
か
ら 

◎
場
所 

出
羽
商
工
会
温
海
支

所 

◎
参
加
費 

無
料 

◎
参

加
申
込 

出
羽
商
工
会
本
所
・

支
所 

◎
問
合
せ
先 

出
羽
商

工
会
本
所 

担
当 

佐
藤
一
男 

 

色
彩
戦
略
研
究
会 

 
出
羽
商
工
会
で
は
目
的
別
研

究
会
の
一
環
と
し
て
色
彩
戦
略

研
究
会
を
発
足
し
ま
す
。
こ
の

研
究
会
は
色
の
持
つ
パ
ワ
ー
と

購
買
心
理
に
与
え
る
影
響
を
研

究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的

な
販
促
活
動
を
通
し
て
企
業
の

業
績
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
日
時 

平
成
二
〇
年
十
一
月

よ
り
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

全
六
回
の
日
程
で
開
催
予
定 

 

◎
内
容 

色
彩
に
係
る
講
習

会
・
配
色
実
習
・
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
等
を
予
定 

 

◎
問
合
先 

出
羽
商
工
会
本
所 

担
当 

石
塚
益
美 

 

出
羽
商
工
会
長
杯 

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会 

 

出
羽
商
工
会
の
合
併
を
記
念

し
て
出
羽
商
工
会
長
杯
支
部
対

抗
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

個
人
成
績
の
ほ
か
、
各
支
部
上

位
五
名
の
ス
コ
ア
に
よ
る
支
部

対
抗
戦
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◎
日
時 

平
成
二
〇
年
十
月
二

五
日
（
土
）
午
前
八
時
四
〇
分

集
合 

◎
場
所 

庄
内
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
（
庄
内
町
） 

◎
参
加

料 

三
千
円 

◎
参
加
申
込 

平
成
二
〇
年
十
月
一
五
日
ま
で

に
出
羽
商
工
会
本
所
・
支
所
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

◎
問

合
先 

出
羽
商
工
会
本
所 

担

当 
小
松
強 

 

 

募

集 

 

 

【まちの商店に必要なのは「ちょっとうれしい」サービス】 

 全国商工会連合会が作家の中谷彰宏氏にインタビューした際の言葉です。 

 中谷氏は小売業のサービスはスーパーの「お得（安い）」からコンビニの「便利」に変わり、

これからは「ちょっとうれしい」に変わると言います。 

「ちょっとうれしい」サービスとは、「こんなことで、来てもらっては申し訳ない」という

ようなサービス。店の売上にもならないのに即・動いてくれたということで、お客様との信頼

関係が強まります。例えばお年寄りが電化製品を買う場合、最新モデルである必要はありませ

ん。マニュアルの説明でも、最低限必要な部分を説明し、あとはマニュアルを預かってしまい

ます。わからないことがあったら店に電話をかけてもらい、電話で教えてあげて、それでもだ

めだったら直接自宅にお伺いして説明する。マニュアルをお客様に渡すのではなく、預かって

しまうサービス。そんなお客様との関係を密にするサービスがまちの商店に求められているの

ではないでしょうか。 

（月刊「商工会」10 月号より） 
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平成 20 年 4 月 1 日の出羽商工会発足から平成 20 年 9 月 26 日の第 4 回理事会までの間に承認

された新会員について下記の通りご紹介いたします。 

事業所名 代表者名 所在地 事業内容 

あさひむら観光協会 松本壽太 鶴岡市下名川字落合 3 観光振興団体 

朝日村サービス店会 佐藤幸男 鶴岡市下名川字落合 1 サービス店会 

㈱石のこばやし 小林勝美 鶴岡市羽黒町戸野字祝儀田 35-1 石材業 

一番屋 上林由明 鶴岡市羽黒町押口字川端 46-38 飲食業 

上野青果 上野一雄 鶴岡市下山添字一里塚 152 青果小売業 

大楯工業㈲ 長谷川清吉 鶴岡市中楯 1 建設業 

大山観光協会 斎藤勝元 鶴岡市友江町 23-71 地域観光・伝統文化推進団体 

門脇寛治 門脇寛治 鶴岡市湯温海字湯之里 136-3 建築業 

楽習庵 菅原美喜 酒田市中町 2 丁目 4-8 パソコン塾 

くにちゃん農園 阿部出 鶴岡市羽黒町川代字川代山 72 観光農園 

(医)考歯会 佐藤歯科診療所 佐藤恒雄 鶴岡市羽黒町野荒町字水上 30-2 歯科医院 

今野輪店 今野修一 鶴岡市東荒屋字小島 6 自転車・バイク修理販売 

佐藤工建 佐藤勝弥 三川町大字猪子甲 118-1 パイプハウス組立 

佐藤歯科医院 佐藤正知 鶴岡市下山添字中通 44-8 歯科医院 

山水里塾 五十嵐智之 酒田市錦町 1-2-30 企画・グラフィック&Web デザイン・制作 

㈲庄内建設 本間一喜 鶴岡市西目字斎藤 136-1 型枠工事業 

庄内テクノ 田中俊 鶴岡市大山 2-44-25 研磨加工・コンサルタント 

㈱シリカ 草島晴夫 鶴岡市藤浪 1 丁目 68-1 医療器具製造・販売 

㈲出羽庄内特産 板垣弘志 鶴岡市羽黒町昼田字南田 50 農産物生産販売 

出羽の郷レインボー 新井容範 鶴岡市羽黒町川代字八森 238 介護付有料老人ホーム 

(宗)天澤寺 庄司良圓 鶴岡市丸岡字町の内 36 宗教法人 

㈲日本海重機建設 佐藤悦子 鶴岡市五十川丙 120-6 建設業 

㈱フェニックススクウェア 冨樫勝子 鶴岡市平形字前田元 51-3 花・農産物・エコ関連小売 

藤島町商工業協同組合 高宮宏 鶴岡市藤島字笹花 33-1 事業協同組合 

㈲藤島溶接工業 早坂隆志 鶴岡市上藤島字街道西 9-1 鋼工事業 

フラワーアートつぼみ 渡部信子 鶴岡市羽黒町荒川字家ノ下 52-1 造花業 

㈲ボデーショップ サイトウ 斎藤勝美 鶴岡市八ツ興屋字前通 75-1 自動車鈑金塗装 

松浦蔵治 松浦蔵治 鶴岡市東荒屋字小島 16 建築業 

みかわ自動車 齋藤眞紀 三川町押切新田字豊秋 86-2 自動車整備・鈑金業 

山形総販㈱ 佐藤聡 鶴岡市宝田字 3 丁目 11-3 ガラス・建具工事業 

山口製作所 山口誠志 鶴岡市大半田字丁野田 7-5 電子部品検査 

（あいうえお順） 
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